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鳥取県知事定例記者会見



1/6島根県東部を震源とする地震
発生：１月６日 １０時１８分
震源：島根県東部 深さ１１ｋｍ

西北西―東南東方向に圧
力軸を持つ横ずれ断層型

被害状況
人的被害：軽傷４人（いずれも境港市）
住家：一部破損４３棟（南部町３６棟、伯耆町２棟、琴浦町３棟、北栄町１棟、日吉津村１棟）

観光・宿泊施設：宿泊施設３件、観光施設4件（いずれも被害は限定的で既に通常営業）
宿泊施設キャンセル：６４施設 1,174件・2,692人泊
公共施設：境漁港の岸壁側溝沈下、町道不通２カ所（伯耆町道溝口宇代線、伯耆町道３号線）

農業：農地液状化（弓浜干拓地等）、水路法面崩壊（倉吉、伯耆）等

農地液状化（境港市） 町道への落石（伯耆町）

給水支援（南部町）

南部町、大山町で断水等の影響（水源の濁り）
○南部町 １月６日21時～13日正午 飲用制限又は断水。約1,100戸（約3,000人）に影響

給水所５ヵ所開設、ミネラルウォーター配布
13日正午に飲用制限解除

○大山町 １月６日15時～７日19時 飲用制限
約350戸（約900人）に影響。給水所５ヵ所開設
７日19時に飲用制限解除

水道被害

○非常に強い寒気と西風により、兵庫県境部などの西側斜面で積雪量が増大
つく米137cm、大山109cm、辰巳峠103cm（12日8時現在）
鳥取市湖山 最大風速20.8m/s（11日14:26）、最大瞬間風速31.4m/s＊（11日12:40）
大山町塩津 最大風速17.0m/s（11日19:42）、最大瞬間風速25.5m/s＊（11日10:49）＊：1月の観測史上最大

震度：最大震度５強（マグニチュード ６．４）
震度５強：境港市、日野町、江府町
震度５弱：米子市、日吉津村、南部町、伯耆町、

日南町
震度４ ：倉吉市、湯梨浜町、北栄町、大山町

鳥取県西部で長周期地震動階級４を観測

【震度１以上の余震回数（1/14 9時現在）】

【震央分布図】
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1/11～12暴風雪
○欠航(鳥取－羽田便、米子－羽田便)
○JR運休（おき、まつかぜ、やくも、普通鳥取－米子間）

※農林被害、公共土木被害については調査中
積雪、融雪による住家被害、土砂災害の拡大に注意してください。

発災直後からSNS等に地震関連の投稿が急増 ⇒ ピーク時は１時間に4万2千件
  13日までの８日間で累計13万件の投稿 ⇒ 多くは本県を心配・応援

7日,モニタリングで県民生活や地域経済に悪影響が懸念されるTikTok動画を発見
生成ＡＩアプリで作成されたと思われる、地域の風評被害等に繋がりかねない投稿

(例) ： 砂丘に地割れ、道路に大きな亀裂、公園に池、道路に巨石、大規模な土砂崩れ

➢ 1/7  県民や県外者に対し、県公式HPや公式SNS等で注意喚起を発信
➢ 1/8  TikTokに対し、自社のガイドラインに基づく適切な対応を申し入れ
   ⇒ TikTok運営会社に指摘した動画は見えなくなった1/7の鳥取砂丘

（投稿内容を
県が現地確認）

対

応

⇒ 「災害ディープフェイク」を情プラ法の対象とするよう国に要請

災害ディープフェイク



地震被害対策・復旧事業や専決予算を活用した速やかな対策

風評被害対策

  
○住宅修繕・相談支援センター（１月１２日（月）１２時時点）

・1/6（火）設置。１０日からは南部町にもサテライト窓口を設置。
・相談件数：２６１件（うち、ブルーシート掛けは３９件）
・相談内容：瓦のずれ、外壁のひび割れ、補助金の有無等

○被災者住宅再建等支援制度（関連予算 １０３，０００千円）

 ・1/8（木）に、支援制度の対象自然災害として指定。
 ・各市町村が支援制度の運用に向けて準備中。

 ・1/13の市町村説明会で、支援金支給までの流れなどを説明。

事業者への支援

「元気な鳥取」観光支援事業（専決予算：5千万円）を活用し、機動的にキャンペーン等を展開

住まいの再建支援

➢ 地震災害企業復旧応援補助金、災害等緊急対策資金による支援
・地震災害企業復旧応援補助金（補助率２／３、上限200万円）により被災した施設や

設備の復旧・生産性向上、地震被害の防護等を支援（1/16受付開始予定）

・災害等緊急対策資金（令和８年地震対策枠、融資枠１０億円）について、市町村と協調
して実質無利子化（最長３年間）を実施（１/９取扱開始）

➢ 千代むすび酒造応援販売キャンぺーンの実施
 ・千代むすび酒造の商品を購入された方に地震の被害を免れた

縁起の良い「糀甘酒 星空舞」をプレゼント
１月１７日（土）から１月２５日（日）まで ※景品がなくなり次第終了
とっとり・おかやま新橋館で対象商品を１,000円以上購入された方

・レストランフェア等（関西、首都圏、海外）でのPRも実施

ふるさと納税の募集

一日も早い生活・産業等の回復に向け、国、国会議員、観光関係等への緊急要望

 ●観光産業等への風評被害対策   ●災害ディープフェイクなど偽・誤情報対策
●災害査定の迅速化・簡素化 ●被災者の生活再建や被災住宅の復旧への支援
●復旧に係る財政支援 など

国への要請活動（来週）

【県有施設】
夢みなとタワー：エレベーターが１台停止。２月末復旧予定
県営ライフル射撃場：外壁ブロック、床、柱土台に亀裂。準備が整い次第復旧を行い再開へ
とっとり花回廊：1/13 に水質改善を確認。本日（1/14）より地震前と同様に営業

【公共土木施設等】
境漁港かにかご岸壁：1/9に水産庁災害査定官と協議 1/13から荷揚げ作業の支障とならないよう  

応急対策
宇代地区（落石）：1/9に鳥大中村准教授立会のもと現地調査を実施（当面は通行止めを継続）

崩れた岩崖と落石範囲の詳細調査に着手し、町道復旧と治山事業による検討
を開始

【農林水産施設】 1/9に相談窓口を設置し営農継続・再開支援
農地の液状化：土砂調査（塩分など）から工法検討 速やかな復旧事業で耕作へ

【文化財】 文化財所有者に県補助金等を交付して復旧を支援
国指定1件(米子城跡）、県指定5件（印賀宝篋印塔（日南町）矢田貝氏庭園（伯耆町）等）、
市村指定2件（景山家墓地（境港市）等）、国登録有形文化財1件（面谷家住宅（境港市))

【学校】 県立・私立学校：専決予算で速やかに修繕を実施
 小・中・義務教育学校：市町村において修繕を実施

施設被害への対応 ふるさと納税での支援受付

作成中 （スペースはもう少し大きくします）

千代むすび酒造の商品例

糀甘酒 星空舞

【観光・宿泊施設】 応急復旧済、現在通常営業中

【医療機関、社会福祉施設等】 医療提供体制：通常体制へ回復
建物被害：県補助金等を交付して復旧を支援

【学校】 県立・私立学校：専決予算で速やかに修繕を実施
 小・中・義務教育学校：市町村において修繕を実施

○罹災証明
   ・境港市、南部町、日野町、日南町、江府町で罹災証明の申請受付を開始 1/6(火)～

※米子市、日吉津村、伯耆町準備中。今週中にも開始へ

   ・今後、要請に応じて市町村職員等を派遣し支援

○住家被害認定等担当者説明会（1/13（火）開催）
   ・市町村向けに、被害認定、罹災証明、被災者住宅再建支援制度等について説明

○被災者住宅再建等支援制度（関連予算 １０３，０００千円）
 ・1/8（木）に、補助制度適用対象として指定
 ・市町村で予算措置を整え、補助申請を受付見込み

地震発生以降支援についてお問い合わせいただいて
おり、1/14（水）からふるさと納税を受付

＜ふるさと納税（返礼品なし）＞
電子申請又は郵便局払込取扱票で申込
URL ： https://www.pref.tottori.lg.jp/326786.htm

＜企業版ふるさと納税＞
税務課にお問い合わせください
URL ： https://www.pref.tottori.lg.jp/257518.htm

（ふるさと納税）

（企業版）

○住宅修繕・相談支援センター  1/6（火）～。１０～１２日 南部町サテライト窓口も
・３５２件（うち、ブルーシート掛けは４５件）：瓦のずれ、外壁のひび割れ、補助金等



被害者等の声を踏まえて制度を検討

犯罪被害者のための新たな支援制度創設へ

犯罪被害者の負担を軽減し日常生活の回復へ繋がるよう、県・市町村が連携して国の制度
を補完する鳥取県独自の経済的支援制度を創設 【２月議会に予算・条例案を提出へ】

基金規模 ５，０００万円

・ 直後から発生する理不尽な支出(葬儀代・家族の医療費・転居等)へ
の支援がない
・ 身体的被害がない犯罪被害への支援がない
・ 保護者以外（きょうだい等）が死亡等した子どもへの支援がない
・ 損害賠償訴訟で勝訴したにもかかわらず加害者が支払わないこと
で、時効(10年)が完成することを阻止するために必要となる再提
訴費用への支援がない  など

現行制度の足らざるところ

「鳥取県犯罪被害者等に対する支援金の交付に関する条例（仮称）」を検討して２月議会での成立を目指す

・ 支援制度の地域格差により傷つくことがある、せめて県内の制度は平等であってほしい
・ 治療費や葬儀代等、一遍に様々な請求があり、早期の支援が必要
・ 被害者には様々なケースが想定されるので、被害程度等に応じた段階的な支援が必要
・ 被害者家族である、子どもに寄り添った支援が必要

区 分 支 援 対 象 者 支援額

①
緊
急
支
援
金

死亡・重傷病
支援金

死亡した被害者の遺族、重傷病（加療１月以上）を負っ
た被害者
⇒被害直後に迅速に支援

  国給付金は平均8.6月後支給。対象は故意犯により
死亡・重傷病（入院３日＋加療１月以上）・障がいの被
害を受けた者等のみ

死 亡 １００万円
重傷病
30万円又は50万円

転居・防犯
対策支援金

自宅などで被害にあい、転居・防犯対策を余儀なくさ
れた被害者
⇒身体的被害がない場合も対象
 ※住み続けるための「防犯対策」部分は「全国初」

上限 ２０万円

生活維持
支援金

被害により一時的に生活維持が困難となった者

⇒罪種を問わない生活維持支援 「全国初」 30万円

②遺児等支援金 死亡・重度の障がいを負った被害者の子ども等

⇒被害者の兄弟姉妹も 「全国初」
年齢等に応じて
１０万円/年まで

③再提訴等支援金 死亡・重傷病に係る損害賠償の債務名義取得後、時効
更新のために再提訴をした者等「全国初」

上限 ３３万円

・ 県・市町村連携による「県内統一の経済的支援制度」
【全国初】

 ・ 経済的支援のための県・市町村が協調した「基金」設置
【全国初】

【基金規模】 ５千万円程度

県・市町村１／２ ※寄附も受付

市町村は５か年内に、県は来年度一括積立て

【経済的支援制度(案)】

２月 議会へ条例・予算案を上程

３月 議決

  ➣ ４月１日 制度スタートへ

【スケジュール】

［国制度なし］

［国制度なし］

［国制度なし］

行政懇談会(1/8)で県・市町村が合意

 ○ 県内統一の犯罪被害者のための支援制度を創設
   ○ 県・市町村が協調して

「犯罪被害者等支援基金（仮称）」 を創設



令和８年度当初予算編成へ

＜Ｒ８地方財政全体の状況＞
◼ 一般財源総額について、前年度を３．７兆円上回る６７．５兆円を確保 
◼ 地方交付税総額について、前年度を１．２兆円上回る２０．２兆円
◼ 臨時財政対策債は、R7年度と同様、発行額ゼロ

一般財源総額（交付団体ベース）67.5兆円（前年度比  ＋3.7兆円、R7  63.8兆円）

・地方税・地方譲与税等  51.0兆円 (     同    ＋2.6兆円、 同 48.4兆円）

  ・地方特例交付金等  0.8兆円（ 同 ＋0.6兆円、 同 0.2兆円）

・地方交付税 20.2兆円（ 同    ＋1.2兆円、 同  19.0兆円）

※軽油引取税の暫定税率の廃止(本県影響▲２７億円)、自動車税環境性能割
の廃止（本県影響▲６億円）は地方特例交付金により措置

＜本県のR８当初予算への影響＞
〔歳入面〕・地方特例交付金で措置される軽油引取税、自動車税分

を含めた県税収入は増加する見込み
※ただし増収は地方部より大都市部の方が顕著

・地方交付税は増加する見込み
  ⇒ 歳入増（＋６０億円程度か）

〔歳出面〕・人件費・社会保障関係費等の固定経費が大幅増加    
⇒ 歳出増（＋８０億円超か）

歳入増を超える歳出増となる見通しであるものの、
有利な財源を積極活用し、財政誘導目標を達成しつつ、
重要課題解決へ向けて、大型・積極型の予算編成へ

「改正人権尊重の社会づくり条例」施行に係るＰＴ会議を
1月23日（金）に開催

 ○インターネット人権安心サポートチーム設置(17名､専任2名(増員))

 ○人権尊重の社会づくり条例運用方針
・人権相談窓口におけるインターネット上の侵害相談事案が対象

・削除要請、命令にあたり協議会の意見を聴取して、客観性担保

・命令及び過料を科す前には弁明の機会を付与

・条例の運用手続の透明化を図るため、前年度の実施状況を公表

・発信者が未成年の場合、青少年健全育成の観点から、学校等と連携

 ○県民への周知・リテラシー啓発
・広報媒体により県民に広く周知

・中高生に対するネットリテラシー啓発を強化

 ○有識者の参画による透明性の確保
・条例の推進に際し、人権尊重の社会づくり協議会委員等も参画

ＳＮＳリスク対策統轄監（デジタル局長 ）

インターネット誹謗中傷等に係る
分析・救済・情報発信の助言等

削除要請対応、法的支援相談・支援担当 

人権啓発担当 啓発、加害児童・生徒への対応

人権尊重社会推進局

相談体制（東部・中部・西部に窓口設置）
※中部・西部の窓口は各県民福祉局振興課長が統括

人権条例施行（1/25）に向けた運用体制の整備

インターネット人権安心サポートチーム（チーム長：人権・同和対策課長兼職） 

人権・同和対策課



大山礼子 駒澤大学名誉教授（座長）、人羅格 委員、河村和徳 委員、
谷口尚子 委員、山本龍彦 委員

(全国知事会)第２回地方自治・民主主義の確立に

向けた研究会 1/２６(月) 都道府県会館

◆被選挙権年齢のあり方 ◆地方選挙再統一 
◆選挙における人手不足 ◆合区問題 ◆主権者教育
◆選挙運動規制、SNS・ネット規制 などを議論

大学入学共通テストに向けた道路交通確保

○バスの運行等に支障がないよう１月１７、１８日午前７時までに除雪完了 ○全除雪機械５２５台出動体制確保（継続的に除雪）

○大学に県内主要道路の積雪状況を情報提供 〇大雪時には各関係機関とWEB接続するなど体制強化

➢ 南海トラフ地震を想定した「徳島県災害対策本部訓練」に初めて鳥取県・新潟市が集結
・ 12月に策定したマニュアル「応援・受援要領」の検証を実施 （徳島県庁）

➢ 訓練内容
・ 発災当日に先遣隊を派遣し、ニーズを把握
・ 県・市町村合同の応援隊を編成(図上)
・ 南海トラフ地震緊急即応チームを設置し、鳥取県と新潟市で応援側の情報共有

南海トラフ地震を想定して
災害対策本部運営訓練(1/20)

山陰近畿自動車道（鳥取～覚寺間）南北線
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都市計画案の公告・縦覧を実施（２月１０日～２４日）

←とっとり市報「2月号」（1月末から各戸配布開始）や県・市ホームページで周知

・ 縦覧場所及び意見書の提出場所

鳥取県生活環境部くらしの安心局まちづくり課（鳥取県庁本庁舎７階）
鳥取市都市整備部都市企画課（鳥取市役所本庁舎５階）
県・市ホームページ（メールでの意見書提出も可能）

米子－台北便の夏ダイヤ継続運航
８月以降５カ月連続して搭乗率８0％超えと安定した運航を航空会社が評価！

 3月末～10月末の夏ダイヤ期間継続運航(週２便)が決定！

２月9～10日に台湾現地でトップセールスを実施
・タイガーエア黄世恵董事長との面談

・メディアや旅行社への観光説明会
・鳥取和牛・日本酒のプロモーション など

◆運航時間：月 12:00米子着－13:00米子発
  金 16:50米子着－17:50米子発

（運航曜日、時間変更なし） 

タイガーエア台湾の鳥取PRのWEBページ

★県内観光施設、宿泊施設が通常通り営業中である
ことをSNS等により情報発信中

使用機材：A320（179人乗り）



➢ 関西経済連合会と共催 １月２６日 リーベルホテル大阪（大阪市） 鳥取大学 原田学長による基調講演「鳥取大学の挑戦」

➢ 参加者：ダイキン工業（株）十河代表取締役会長（関経連副会長）、県内進出企業、関西経済連合会会員企業等120名程度

➢ 鳥取県進出企業、本県ゆかりの経済人等と関西圏の経済界との繋がりを強化

鳥取県×関西経済連合会 経済交流セミナーin関西

スフラと江戸走り大場克則氏の30m走対決
本日14時～ヤマタスポーツパーク陸上競技場

大会を盛り上げるため、本日14時からスフラとSNS
で大人気の「江戸走り」大場克則氏が30m走対決

 ワールドマスターズゲームズ

ＷＭＧ２０２７関西 アーリーエントリー開始  1/14  10:00~

インスタフォロワー15万人

総再生回数2.7億回
大会キャラクター

「スフラ」

○県内実施競技
アーチェリー（鳥取市：ヤマタスポーツパーク）
グラウンド・ゴルフ（湯梨浜町：潮風の丘）
自転車（倉吉市・北栄町：倉吉自転車競技場ほか）
柔道（米子市：県立武道館）

基本計画路線の整備計画路線への格上げ等を求める全国関係者総決起大会初開催 （山陰新幹線、中国横断新幹線などの基本計画路線）

１月２２日（木） 都市センターホテル （※大会後、国へ要望を実施）
発起人：佐藤大分県知事 主催：山陰新幹線建設促進期成同盟会（代表世話人：平井鳥取県知事）、中国横断新幹線整備促進協議会など６団体

出席者：各基本計画路線関係者、経済団体、国会議員等 約５００名

第 １ 回 新 幹 線 基 本 計 画 路 線 全 国 総 決 起 大 会

〇入賞作品等展示会(1/14～):県立図書館

・応募総数 標語568作品、ポスターデザイン84作品

<展示内容>

 ・入賞作品
 ・若年層向け献血啓発広報誌「あとり」

  

献血運動推進「標語」・「ポスターデザイン」

・献血啓発動画
・若年層の献血推進活動紹介

 （街頭キャンペーン呼びかけの様子等）

〇1/25表彰式

<最優秀賞>

「献血で
   誰かに届く

      あなたの勇気」

 ポスター 標語

鳥取市立青谷中学校３年 尾﨑 叶さん 鳥取短期大学１年 平尾 萌菜さん
おさき  かの     ひらお   もな



和牛のふるさと山陰メディア発表会（1/22）

◇ブラッスリー ポール・ボキューズ 銀座において、
「鳥取和牛」トッププロモーションを実施

   ・しまね和牛のPR、動画も

   ・トップシェフ２名による料理提供

   ・鳥取和牛のほか、とっとり115、白ねぎ、

プリンセスかおり、天美卵等

   ・GI鳥取認定酒も

「松葉がにフェア」トッププロモーション（1/27）

◇ヒルトン大阪「川梅」において、「松葉がにフェア」の
トッププロモーション実施

 ・高木一雄シェフによる料理監修
 ・GI鳥取認定酒も併せてＰＲ
 ・ゲスト：チャンドル・アッパル在大阪・神戸インド総領事

鈴木料理長 山本料理長

人口戦略フォーラムinこうち（1/16)

█ 新来島高知重工ホール █ 参加者 経済団体、労働団体、地方団体 ほか 

◆出席者 城内実（全世代型社会保障改革担当大臣）、
 濵田省司（高知県知事）、三村明夫（未来を選択する会議共同代表）、

 平井伸治（鳥取県知事・未来を選択する会議共同代表） 等

◆パネルディスカッション「人口減少問題に地方が果たす役割」
◆事例発表「若者発・わたしたちの挑戦」
◆パネルディスカッション「共働き・共育てで多様な人材が輝く」
◆ 「こうち宣言」

しんくるしまこうちじゅうこう

－ 大阪・関西万博記念 －とっとりサンドパビリオン
1/31境港市「夢みなとタワー」OPEN

大阪・関西万博でパナソニックグループパビリオン「ノモの国」のライトアップシステム開発に
  参画した米子工高専の学生による活動報告

パビリオンの展示物の贈呈式
（パナソニック株式会社からの申し出によるもの）

＜1/31 オープン記念セレモニー＞

米子高専の大阪・関西万博活動報告、展示物寄贈
(1/15、西部総合事務所)

寄贈される展示物は、「とっとりサンドパビリオン」に展示

鳥取砂丘の砂、ヨルダンの砂を
プレゼント！（数制限あり）

ゲスト 駐日ヨルダン大使はじめ、サンドアライアンス関係先代表

万博おばあちゃん、ミャクミャク ほか

ヨルダンの赤い砂を敷き詰めた砂漠ゾーンに県が
万博で披露したプロジェクションマッピングを展開！
大人気企画 虫眼鏡型デバイス体験「鳥取魅力名
探偵」 復活！
アルジェリア万博記念切手やモザンビーク木工芸品

 他展示品も！
とっとりフェスの再現!?クレーンゲームやカプセルトイ、
鳥取砂丘砂体験ゾーン、ヨルダンやサウジアラビア
衣装のフォトスポットなどのお楽しみエリア登場！
関西パビリオン９つのスタンプが再び大集合 （1/31～2/18）



 字がまぎらわしいので今年は「馬取県」に改名します
  馬の名所がたくさん！皆様のお越しをマットリます！！

＜馬の背（鳥取砂丘）＞
馬の背中に似ていることから「馬の
背」と呼ばれる高さ48mの急斜面

＜石馬（天神垣神社）＞
国の重要文化財、頭部も含む完全な
形、本州で発見された唯一の石馬

ⓒ鳥取県立大山自然歴史館所蔵

＜駟馳山＞
源頼朝に献上された名馬「生月」誕
生の伝承地

＜三朝馬イオリン美術館＞
バイオリンの弓は馬の尻尾の毛を使
用 製作体験も

＜馬ノ山＞
鎌倉時代には牧場があった地 ハワ
イ風土記館も併設

＜競走馬ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 大山ヒルズ＞
三冠馬コントレイルを育成！日本
ダービー馬3頭輩出

＜御神馬（大神山神社奥宮）＞
「大山牛馬市」の歴史を誇る牛馬の
守護「大山」に祀られている御神馬

＜大山乗馬センター＞
誰でも気軽に乗馬を楽しめる人気
のスポット

＜むき馬んだ史跡公園＞
午年の今年は「むき馬んだ史跡公
園」に改名

午年特設サイト

※３つの唯一で三冠馬

午ンプラリー（2/1～8/31） 「馬取県」就名発表会（1/21 とっとり・おかやま新橋館）

○ 馬取県の馬の名所８箇所を巡るスタンプラリー
○ 抽選で「馬取ウマいグルメセット」をプレゼント！

○ 馬取県応援団長「ガンバレウーマ」に
ガンバレルーヤを任命！

うま
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